
　ＡＳＯ田園空間博物館では地域の奥深い魅力を
伝えるため、地域の方々と協力した散策イベント
を定期的に開催しています。地域活動を活発に
行っている団体の取り組みのひとつを紹介する
「田空わがまち自慢」。
　第 10回目は、サテライトである乙川湧水群や
棚田を管理されている山田地区有志の方々、そし
て、伝説の残る小池七池を管理されている小池地
区有志の方々 2つのグループの皆さんにお話し
を伺いました。

山
田
地
区

五
岳
を
一
望
で
き
る

棚
田
で
の
イ
ベ
ン
ト

　
田
地
区
で
は
、
４
年
前

か
ら
地
元
の
有
志
10
名

で
乙
川
湧
水
群
や
棚
田
の
清

掃
、
ヒ
マ
ワ
リ
や
彼
岸
花
な
ど

の
花
植
え
な
ど
の
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｏ

田
園
空
間
博
物
館
と
と
も
に
地

域
散
策
イ
ベ
ン
ト
を
年
数
回
開

催
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
乙

川
湧
水
群
の
清
掃
活
動
を
年
２

回
、
棚
田
周
辺
の
整
備
活
動
を

年
５
回
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

棚
田
で
は
、
地
域
住
民
と
肥
後

銀
行
が
協
力
し
て
約
７
０
０
人

に
、
稲
の
植
え
付
け
か
ら
収
穫

ま
で
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に

喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
地
元

の
婦
人
会
が
、
棚
田
で
収
穫
さ

れ
た
お
米
を
使
っ
た
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
や
お
に
ぎ
り
、
豚
汁
な
ど

を
振
る
舞
っ
て
い
ま
す
。

後
継
者
育
成
の
た
め
の

取
り
組
み

　
在
、
棚
田
や
乙
川
湧
水

群
を
管
理
し
て
い
く
若

い
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
が
一

番
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
こ
の
問
題
を
解
決

し
た
い
と
思
い
、
山
田
地
区
の

子
ど
も
た
ち
に
棚
田
の
田
植
え

収
穫
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
た
り
、
地
元
の
学
校

の
棚
田
見
学
を
受
け
入
れ
る
な

ど
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
お
も
て
な
し
」
の

拡
充
を
図
る
た
め
に

　
田
地
域
の
水
を
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
乙

川
湧
水
群
の
数
カ
所
に
水
飲
み

場
を
設
置
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
棚
田
に
見
学

に
来
た
人
の
た
め
に
ト
イ
レ
や

ベ
ン
チ
の
設
置
を
行
う
こ
と
で

山

棚
田
か
ら
見
る
景
観
を
も
っ
と

楽
し
ん
で
も
ら
い
、
訪
れ
た
人

に
と
っ
て
憩
い
の
地
に
な
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、
婦
人
会
や

子
ど
も
会
と
有
志
メ
ン
バ
ー
と

で
連
携
を
取
り
、
イ
ベ
ン
ト
参

加
者
へ
の
「
お
も
て
な
し
」
の

充
実
を
図
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
山
田
で

育
っ
た
お
米
を
中
心
に
農
産
物

を
使
っ
た
料
理
の
開
発
に
取
り

組
み
、
山
田
地
域
を
た
く
さ
ん

の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

現
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ん
ど
知
ら
な
い
の
で
、
こ
の
伝

説
を
後
世
に
残
し
て
い
く
こ
と

が
、
今
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
地
元
の
小
学
校
な

ど
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
山

田
に
残
る
民
話
を
子
ど
も
た
ち

に
紙
芝
居
を
使
っ
て
伝
え
、
自

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
に

も
っ
と
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民

と
の
つ
な
が
り
や
地
域
同
士
の

つ
な
が
り
の
場
を
増
や
す
た
め

に
、
山
田
地
域
で
行
う
イ
ベ
ン

ト
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
に
向
け
て

　
館
や
商
店
街
と
連
携
し
、

訪
れ
た
人
が
気
軽
に
山

田
地
域
に
足
を
運
べ
る
よ
う
、

小
池
七
池
伝
説
や
山
田
の
特
産

品
な
ど
を
載
せ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博

物
館
と
一
緒
に
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
阿
蘇
市
内

外
の
人
に
山
田
地
域
の
良
さ
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
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も
と
７
つ
あ
っ
た
池
の
内
４
つ

の
池
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ

の
４
つ
の
池
も
場
所
が
分
か
り

づ
ら
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た

が
、
案
内
看
板
な
ど
を
立
て
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
池
を
訪
れ
る

人
も
増
え
、
地
域
住
民
の
地
元

を
Ｐ
Ｒ
す
る
意
識
も
高
ま
り
ま

し
た
。

地
元
の
素
晴
ら
し
さ
を

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
へ

　
元
の
子
ど
も
た
ち
が
小

池
七
池
の
伝
説
を
ほ
と

ド
（
※
）」
を
作
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
作
っ
た
こ
と
で
地
域
に

活
気
が
生
ま
れ
、
小
池
地
区
の

「
宝
」
で
あ
る
小
池
七
池
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
小
池
地
区
の
有
志
６
名

で
史
跡
委
員
会
を
結
成
し
ま
し

た
。

　
平
成
17
年
度
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｏ

田
園
空
間
博
物
館
と
と
も
に
地

域
散
策
イ
ベ
ン
ト
を
年
数
回
開

催
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
小
池

七
池
の
う
ち
赤
池
、
鶴
池
の
清

掃
活
動
を
年
２
回
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間

博
物
館
と
協
力
し
て
、
小
池
七

池
の
案
内
看
板
、
標
柱
を
作
成

し
ま
し
た
。
小
池
七
池
は
も
と

旅

小
池
地
区

小
池
七
池
を
活
用
し
た

地
域
の
取
り
組
み

　
池
地
区
で
は
、
地
域
の

活
性
化
と
こ
の
地
域
に

住
む
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
作

り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
小
池
地

区
に
あ
る
道
沿
い
の
土
手
に
紫

陽
花
を
植
え
、「
あ
じ
さ
い
ロ
ー

地

小

清
掃
活
動
の
よ
う
す

小池七池の案内のようす

田空イチオシ！
小
こうじなないけ
池七池伝説

　本池、寄池、鶴池、赤池、青池、壺池、泡池の七
つの池が伝説になったものである。
　その昔、豊後竹田の豪族に美しい姫君が誕生した。
清夜姫と名付けられた姫はすくすくと成長して１６
才の春を迎えた。その頃、若君に嫁を迎えようとし
た菊池の城では清夜姫の噂を聞きつけた。縁談はめ
でたく整い、春の終わり頃輿入れの運びとなった。
嫁入りの日、清夜姫は６人の腰元と警護の武士たち
に付き添われ竹田から滝室坂を通って、菊池へと進
んだ。
　小池の池のほとりに差し掛かった時、姫が水を飲
みたいと言ったので輿を止めたところ、姫は降りて
池のそばまで行って、何を思われたか突然身を翻し
て池に飛び込み、みるみるうちに蛇身と化して池の
中に沈んでいっ
た。成り行きに
動転した腰元た
ち６人も悲嘆の
あまり次々に入
水して全て大蛇
となったという。

※「あじさいロード」は、平成 24 年の水害により現在ご覧いただけません。
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CITY INFORMATION 市 役 所からのお知らせ

　
が
差
押
え
を
行
っ
た
家
具
、
家
電
製
品
、
日
用

品
な
ど
約
50
品
目
の
公
売
会
を
開
催
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
　
　
11
月
30
日
日

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時　
開
場

●
と
こ
ろ　
　
旧
乙
姫
小
学
校

●
公
売
方
法　
入
札

　
※�

入
札
書
は
会
場
で
準
備
し
て
い
ま
す
。

●
持
参
物

　
▼�

印
鑑
（
認
印
可
。
法
人
の
場
合
、
代
表
者
印
）

　
▼
落
札
代
金　
▼�

本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免

　
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
▼
ス
リ
ッ
パ

差
押
動
産
約
50
点
！
公
売
会
を
開
催
し
ま
す
！

●
税
務
課 

収
税
係　
☎
２
２
‐
３
１
４
８

市

広
告

＜注意事項＞

❶�会場での現況有姿で行いますので、現品を
確認のうえ、入札してください。
❷クレームや返品は一切受付けません。
❸�公売前に滞納金が完納になった場合、公売
中止となります。
❹�落札された物品は、即日搬出してください。
❺�落札物品の搬出に伴う運搬手配及びその他
一切の経費は、落札者の負担となります。
❻�代理人が落札物品を持ち帰る場合、委任状
が必要です。
❼�落札者が未成年の場合、保護者の同意書が
必要です。

公売品 ( 一部 )

その他、こたつ、冷蔵
ショーケース、アイロ
ン、壁掛け時計、三脚
脚立などを準備してい
ます。
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公
用
車
（
ト
ヨ
タ
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
）
を
公
売
し
ま
す

●
観
光
ま
ち
づ
く
り
課 　
観
光
企
画
係
☎
２
２
‐
３
１
７
４

　
の
公
用
車
（
ト
ヨ
タ
ハ
イ
ラ
ッ
ク

ス
）
を
公
売
し
ま
す
。

●
公
売
物
件

　　
●
公
売
日
時

▽
展
示　
12
月
10
日
水

　
午
後
１
時
～
１
時
40
分

▽
入
札　
12
月
10
日
水

　
午
後
２
時
～
２
時
30
分

▽
開
札　
入
札
終
了
後

●
公
売
会
場

　
市
役
所
２
階
会
議
室

●�

入
札
保
証
金　
入
札
金
額
の
５
％
以
上

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

市

●
落
札
者
の
代
金
納
付
期
限　

　
12
月
10
日
水　
午
後
５
時
ま
で

●
注
意
事
項

▽
動
作
保
証
は
し
な
い
。

▽
代
金
の
納
付
は
現
金
の
み
と
す
る
。

▽�

落
札
物
件
は
12
月
15
日
月
午
後
５
時
ま

で
に
引
き
取
る
こ
と
。（
車
検
切
れ
の

た
め
、
乗
っ
て
帰
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。）

●
そ
の
他
必
要
な
も
の

▽�
印
鑑
（
代
理
人
の
場
合
は
代
理
人
の
印

鑑
、
法
人
の
場
合
は
代
表
者
印
）。

▽
代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
は
委
任
状
。

車名 トヨタ ハイラックス
年式 平成 5 年式

排気量 2.8L（2,770cc）
走行距離 216,502km

車検 無
型式 S-LN107
燃料 軽油

最低落札価格 50,000 円

公売物件（トヨタハイラックス）


